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表紙　日田祇園祭
　７月25日・26日の２日間、隈・竹田
地区と豆田地区で開催されました。
　両日ともに晴天に恵まれ、祇園囃子
の音色と威勢のいい男衆の掛け声とと
もに、山鉾が各地区を巡行しました。



　夏の厄よけとして始まっ
たといわれている日田祇園
祭。祇園囃子の音ととも
に、勇壮な男衆が山鉾を曳
くその光景は、日田の暑い
夏を盛り上げる「夏の風物
詩」となっている。　
　
　今年も、７月25日・26日
の２日間、日田祇園祭が
隈・竹田、豆田の両地区で
開催された。
　
　これに先駆けて行われた
23日の「日田祇園山鉾集団
顔見世」では、高さ10メー
トルの平成山鉾も登場し、
隈・竹田、豆田両地区を合
わせて計９基の山鉾が、Ｊ
Ｒ日田駅前に集結。また、
山鉾入場の前に日田市舞踏
連盟による踊りが披露され
た。
　
　25日・26日には炎天下の
中、隈・竹田地区、豆田地
区で各山鉾が巡行し、男衆
の掛け声と祇園囃子が鳴り
響く中、周りを囲んだ観客
から歓声と大きな拍手が送
られていた。

　25日の夜には豆田町の一
新橋に４基が揃い、隈・竹
田地区では、平成山鉾がち
ょうちんをともした晩山で
華やかに巡行した。
　
　26日の夜の晩山は台風の
影響のため中止となった
が、祭り一色となった日田
の暑い夏のひと時が、多く
の人の心に焼き付いた。
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市政情報ピックアップ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページからも申込みができます。

　古文書読み解きの未経験者及び初心者向けの入門講座です。古
文書には独特のくずし字や語句が使われており、一見すると難し
そうですが、古文書の読み方を初歩から分かりやすく解説しま
す。
　古文書を通して日田市の歴史や文化に触れてみませんか。

●古文書入門講座

●発達障がい講演会

　８月31日から、本庁１階市民課に番号発券機を設置します。
　受付の状況や順番が明確になり、快適にお待ちいただけるようになります。
　市民課で行う証明発行、各種届出の際にご利用ください。
　※ご利用方法等について不明な点は、職員にお尋ねください。

とき 内容 講師（大分県立先哲史料館研究員）
９月16日㈬
９月30日㈬
10月７日㈬
10月14日㈬
10月21日㈬

11月11日㈬

主幹研究員　大野雅之
主幹研究員　大野雅之
館長　　　　佐藤晃洋
主幹研究員　大津祐司
史料専門員　松原勝也

主幹研究員　櫻井成昭

廣瀬久兵衛の書簡を読む①－府内藩家老との友情・絆－
廣瀬久兵衛の書簡を読む②－藩政改革にかける思い－
日田に届いた情報－文政6年「西丸変事一件」－
キリシタン関係史料を読む
日田の戦国－財津野上文書より－
大分県立先哲史料館　展示見学
秋季企画展「おおいたの『医』」 

※時間はいずれも午後２時30分～４時（11月11日は除く）。
※とき・内容は都合により変更になる場合がありますので、ご了承ください。

問文化財保護課文化財管理係☎㉔７１７１

問市民課窓口サービス係☎㉒８２０４（市役所１階）

～日田市地域療育セミナーオープン講座～

　発達障がいとは、脳機能の発達に関する障がいであ
り、障がいのある人は他人との関係づくりやコミュニケ
ーションなどが苦手と言われています。　
　しかし、優れた能力が発揮される場合もあり、社会の

中で自立していくために
周囲の理解が必要です。

▶とき　８月30日㈰　午前10時～正午
　　　　（午前９時30分から受付）
▶ところ　市役所７階　大会議室　※参加無料。
▶演題　「いろいろな特性を持った
　　　　　　　　　　　子どもたちの子育て」
▶講師　長野県地域支援力向上スーパーバイザー　　
　　　　福岡 寿 先生

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

開催日 開催時間 会議名 会議の内容

委員長報告、質疑、討
論、採決など

９月１日㈫

９月８日㈫
９月10日㈭
９月11日㈮

９月14日㈪
９月15日㈫
９月16日㈬
９月17日㈭
９月24日㈭

午前10時

〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃

午後１時

本会議

〃
〃
〃

〃
委員会

〃
〃

本会議

一般質問
　　〃
　　〃

議案審査
　　〃
　　〃

議案上程、提案理由の
説明など

議案質疑、委員会付託

●市議会の日程
　平成27年第３回日田市議会定例会は、右記の日程で
開催される予定です。なお、正式には、８月26日㈬に
開催予定の議会運営委員会で決定します。
※本議会・委員会はどなたでも傍聴することができます。

　一般質問：議員が市政全般について質問すること
　議案質疑：条例や予算など、上程された議案について質問す
　　　　　　ること
　委員会付託：上程された各議案について、各委員会に審査を
　　　　　　　委ねること

問議会事務局☎㉒８２１４（市役所３階）

　今年４月、文化庁が新たに創設した「日本遺産」に市
内では「咸宜園跡」や「廣瀬淡窓旧宅及び墓」、「豆田
町」などが初めて認定を受けました。そこで、今年度の
講座は咸宜園教育研究センター名誉館長の後藤宗俊先生

●平成27年度咸宜園教育研究センター公開講座　受講生募集
を講師に「日本遺産」をテーマとした全４回の講座と、
本年10月10日より当センターで開催する企画展「文人
の至宝～学芸と硯の世界～」に関連した定期講座４回を
併せ、全８回の公開講座として開催いたします。

●本庁１階市民課に番号発券機を設置します

受付の手順は次のようになります

①記載台で申請書や届出書に記入します。 ②番号発券機で番号札を取ってお待ちください。

③モニターに番号が表示され、自動音声案内が流れます。 ④番号が表示された窓口にお越しください。

●平成27年国勢調査に御協力ください！
　10月１日現在で、全国一斉に「平成27年国勢調査」
が実施されます。この調査は、日本に住んでいる全ての
人と世帯を対象とする、国の最も重要な統計調査です。
　今回の調査では、先にインターネットでの回答を受け
付け、インターネットで回答されなかった世帯には紙の
調査票を配布して調査を行います。
　９月上旬から身分証と腕章を携行した調査員が皆様の
お宅を訪問し、まずはインターネット回答のための書類
をお配りしますので、御理解と御協力をお願いいたしま
す。
　なお、調査票に回答いただいた内容は、統計法に基づ
き秘密が厳守され、統計作成の目的以外に使用されるこ
とはありません。

▶時間　　午後７時～８時30分（全講座共通）
▶ところ　パトリア日田　スタジオ１
▶募集人数　80人
※応募多数の場合は抽選。
▶申込方法　住所・氏名・連絡先をご記入の上、右記まで

郵送、ファックス又はメールでお申し込みください。
▶申込期限　８月31日㈪ 　午後５時必着

▶受講料　無料
▶申込先　〒８７７－００１２
　　　　　日田市淡窓２丁目２－18
　　　　　咸宜園教育研究センター
　　　　　　㉒０２６８　 kangien@city.hita.oita.jp
※電子申請有り。
問咸宜園教育研究センター☎㉒０２６８（水曜日休館）

○番でお待ちのお客様
△番窓口へお越しください

問情報統計課情報・統計係☎㉒８２６０（市役所６階）

▶ところ　埋蔵文化財センター２階　講座室
▶募集人数　30人程度（15歳以上）
※応募多数の場合は先着順。
▶受講料　無料
　（辞書等の購入、研修時の保険料は自己負担です）
※住所・氏名・年齢・連絡先を記入の上、電話、ファックス、はがき、メールのいずれかでお申し込みください。
※電子申請有り。
▶申込期限　８月31日㈪　午後５時必着
▶申込先　〒８７７‐００７７
　　　　　日田市南友田町５１６‐１
　　　　　文化財保護課文化財管理係（埋蔵文化財センター内）
　　　　　　㉔７０２４　　bunka@city.hita.oita.jp

市政情報ピックアップ

　咸宜園跡を含む「近世日本の教育遺産群―学ぶ心・礼
節の本源―」の日本遺産認定を記念したフォーラムを開
催します。

▶とき　
　８月25日㈫　午後７時～９時（午後６時半開場）
▶ところ　
　パトリア日田　小ホール　※入場無料。先着300人。
▶基調講演
　「日本遺産について」
　稲葉信子氏
　（筑波大学大学院教授・日本遺産審査委員会委員長）
▶パネルディスカッション
　「日本遺産認定と地域活性化への期待」
　＜パネリスト＞　
　・後藤宗俊氏（咸宜園教育研究センター名誉館長）
　・和泉田 映氏（ＮＨＫ大分放送局ディレクター）　
　・冨安裕子氏（日田市観光協会会長）
　コメンテーター：稲葉信子氏　
　進行：岡野涼子氏（水郷ひた観光親善大使）

●咸宜園の日本遺産認定記念フォーラム

問世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８（水曜日休館）

とき 内容 講師
９月12日㈯
９月25日㈮
10月２日㈮
10月29日㈭
11月3日㈷

11月21日㈯
12月３日㈭
12月14日㈪

咸宜園教育研究センター名誉館長　後藤宗俊 
咸宜園教育研究センター名誉館長　後藤宗俊
江戸東京博物館学芸員　市川寛明 
赤間硯作硯家　日枝陽一 
別府大学教授　荒金大琳

江戸の学びと文化―今なぜ「江戸」なのか
日本遺産を歩く①　飛鳥古京と女帝の時代
世界に誇る江戸時代日本の庶民教育
赤間硯について
端渓硯と赤間硯の接点を求めて
考古学からみた赤間硯 
日本遺産を歩く②　伊勢斎宮跡と伊勢路の史跡
日本遺産を歩く③　大宰府・古代日本の西の都 

講座
第１回
第２回
第３回
第４回
第５回
第６回
第７回
第８回

宮城県教育庁　岩崎仁志
咸宜園教育研究センター名誉館長　後藤宗俊 
咸宜園教育研究センター名誉館長　後藤宗俊
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市政情報ピックアップ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページからも申込みができます。

　古文書読み解きの未経験者及び初心者向けの入門講座です。古
文書には独特のくずし字や語句が使われており、一見すると難し
そうですが、古文書の読み方を初歩から分かりやすく解説しま
す。
　古文書を通して日田市の歴史や文化に触れてみませんか。

●古文書入門講座

●発達障がい講演会

　８月31日から、本庁１階市民課に番号発券機を設置します。
　受付の状況や順番が明確になり、快適にお待ちいただけるようになります。
　市民課で行う証明発行、各種届出の際にご利用ください。
　※ご利用方法等について不明な点は、職員にお尋ねください。

とき 内容 講師（大分県立先哲史料館研究員）
９月16日㈬
９月30日㈬
10月７日㈬
10月14日㈬
10月21日㈬

11月11日㈬

主幹研究員　大野雅之
主幹研究員　大野雅之
館長　　　　佐藤晃洋
主幹研究員　大津祐司
史料専門員　松原勝也

主幹研究員　櫻井成昭

廣瀬久兵衛の書簡を読む①－府内藩家老との友情・絆－
廣瀬久兵衛の書簡を読む②－藩政改革にかける思い－
日田に届いた情報－文政6年「西丸変事一件」－
キリシタン関係史料を読む
日田の戦国－財津野上文書より－
大分県立先哲史料館　展示見学
秋季企画展「おおいたの『医』」 

※時間はいずれも午後２時30分～４時（11月11日は除く）。
※とき・内容は都合により変更になる場合がありますので、ご了承ください。

問文化財保護課文化財管理係☎㉔７１７１

問市民課窓口サービス係☎㉒８２０４（市役所１階）

～日田市地域療育セミナーオープン講座～

　発達障がいとは、脳機能の発達に関する障がいであ
り、障がいのある人は他人との関係づくりやコミュニケ
ーションなどが苦手と言われています。　
　しかし、優れた能力が発揮される場合もあり、社会の

中で自立していくために
周囲の理解が必要です。

▶とき　８月30日㈰　午前10時～正午
　　　　（午前９時30分から受付）
▶ところ　市役所７階　大会議室　※参加無料。
▶演題　「いろいろな特性を持った
　　　　　　　　　　　子どもたちの子育て」
▶講師　長野県地域支援力向上スーパーバイザー　　
　　　　福岡 寿 先生

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

開催日 開催時間 会議名 会議の内容

委員長報告、質疑、討
論、採決など

９月１日㈫

９月８日㈫
９月10日㈭
９月11日㈮

９月14日㈪
９月15日㈫
９月16日㈬
９月17日㈭
９月24日㈭

午前10時

〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃

午後１時

本会議

〃
〃
〃

〃
委員会

〃
〃

本会議

一般質問
　　〃
　　〃

議案審査
　　〃
　　〃

議案上程、提案理由の
説明など

議案質疑、委員会付託

●市議会の日程
　平成27年第３回日田市議会定例会は、右記の日程で
開催される予定です。なお、正式には、８月26日㈬に
開催予定の議会運営委員会で決定します。
※本議会・委員会はどなたでも傍聴することができます。

　一般質問：議員が市政全般について質問すること
　議案質疑：条例や予算など、上程された議案について質問す
　　　　　　ること
　委員会付託：上程された各議案について、各委員会に審査を
　　　　　　　委ねること

問議会事務局☎㉒８２１４（市役所３階）

　今年４月、文化庁が新たに創設した「日本遺産」に市
内では「咸宜園跡」や「廣瀬淡窓旧宅及び墓」、「豆田
町」などが初めて認定を受けました。そこで、今年度の
講座は咸宜園教育研究センター名誉館長の後藤宗俊先生

●平成27年度咸宜園教育研究センター公開講座　受講生募集
を講師に「日本遺産」をテーマとした全４回の講座と、
本年10月10日より当センターで開催する企画展「文人
の至宝～学芸と硯の世界～」に関連した定期講座４回を
併せ、全８回の公開講座として開催いたします。

●本庁１階市民課に番号発券機を設置します

受付の手順は次のようになります

①記載台で申請書や届出書に記入します。 ②番号発券機で番号札を取ってお待ちください。

③モニターに番号が表示され、自動音声案内が流れます。 ④番号が表示された窓口にお越しください。

●平成27年国勢調査に御協力ください！
　10月１日現在で、全国一斉に「平成27年国勢調査」
が実施されます。この調査は、日本に住んでいる全ての
人と世帯を対象とする、国の最も重要な統計調査です。
　今回の調査では、先にインターネットでの回答を受け
付け、インターネットで回答されなかった世帯には紙の
調査票を配布して調査を行います。
　９月上旬から身分証と腕章を携行した調査員が皆様の
お宅を訪問し、まずはインターネット回答のための書類
をお配りしますので、御理解と御協力をお願いいたしま
す。
　なお、調査票に回答いただいた内容は、統計法に基づ
き秘密が厳守され、統計作成の目的以外に使用されるこ
とはありません。

▶時間　　午後７時～８時30分（全講座共通）
▶ところ　パトリア日田　スタジオ１
▶募集人数　80人
※応募多数の場合は抽選。
▶申込方法　住所・氏名・連絡先をご記入の上、右記まで

郵送、ファックス又はメールでお申し込みください。
▶申込期限　８月31日㈪ 　午後５時必着

▶受講料　無料
▶申込先　〒８７７－００１２
　　　　　日田市淡窓２丁目２－18
　　　　　咸宜園教育研究センター
　　　　　　㉒０２６８　 kangien@city.hita.oita.jp
※電子申請有り。
問咸宜園教育研究センター☎㉒０２６８（水曜日休館）

○番でお待ちのお客様
△番窓口へお越しください

問情報統計課情報・統計係☎㉒８２６０（市役所６階）

▶ところ　埋蔵文化財センター２階　講座室
▶募集人数　30人程度（15歳以上）
※応募多数の場合は先着順。
▶受講料　無料
　（辞書等の購入、研修時の保険料は自己負担です）
※住所・氏名・年齢・連絡先を記入の上、電話、ファックス、はがき、メールのいずれかでお申し込みください。
※電子申請有り。
▶申込期限　８月31日㈪　午後５時必着
▶申込先　〒８７７‐００７７
　　　　　日田市南友田町５１６‐１
　　　　　文化財保護課文化財管理係（埋蔵文化財センター内）
　　　　　　㉔７０２４　　bunka@city.hita.oita.jp

市政情報ピックアップ

　咸宜園跡を含む「近世日本の教育遺産群―学ぶ心・礼
節の本源―」の日本遺産認定を記念したフォーラムを開
催します。

▶とき　
　８月25日㈫　午後７時～９時（午後６時半開場）
▶ところ　
　パトリア日田　小ホール　※入場無料。先着300人。
▶基調講演
　「日本遺産について」
　稲葉信子氏
　（筑波大学大学院教授・日本遺産審査委員会委員長）
▶パネルディスカッション
　「日本遺産認定と地域活性化への期待」
　＜パネリスト＞　
　・後藤宗俊氏（咸宜園教育研究センター名誉館長）
　・和泉田 映氏（ＮＨＫ大分放送局ディレクター）　
　・冨安裕子氏（日田市観光協会会長）
　コメンテーター：稲葉信子氏　
　進行：岡野涼子氏（水郷ひた観光親善大使）

●咸宜園の日本遺産認定記念フォーラム

問世界遺産推進室（咸宜園教育研究センター内）☎㉒０２６８（水曜日休館）

とき 内容 講師
９月12日㈯
９月25日㈮
10月２日㈮
10月29日㈭
11月3日㈷

11月21日㈯
12月３日㈭
12月14日㈪

咸宜園教育研究センター名誉館長　後藤宗俊 
咸宜園教育研究センター名誉館長　後藤宗俊
江戸東京博物館学芸員　市川寛明 
赤間硯作硯家　日枝陽一 
別府大学教授　荒金大琳

江戸の学びと文化―今なぜ「江戸」なのか
日本遺産を歩く①　飛鳥古京と女帝の時代
世界に誇る江戸時代日本の庶民教育
赤間硯について
端渓硯と赤間硯の接点を求めて
考古学からみた赤間硯 
日本遺産を歩く②　伊勢斎宮跡と伊勢路の史跡
日本遺産を歩く③　大宰府・古代日本の西の都 

講座
第１回
第２回
第３回
第４回
第５回
第６回
第７回
第８回

宮城県教育庁　岩崎仁志
咸宜園教育研究センター名誉館長　後藤宗俊 
咸宜園教育研究センター名誉館長　後藤宗俊

くらしの情報次回の広報ひた９月１日号は、９月１日㈫に発送します。

講
習
・
試
験

Information ８.15

日
田
市
町
並
み
保
存
審
議
会
開
催

　
日
田
市
町
並
み
保
存
審
議
会
は
、
日
田

市
豆
田
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

保
存
等
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
審

議
す
る
も
の
で
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
座
席
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
事

前
に
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
多
数

の
場
合
は
会
場
の
都
合
に
よ
り
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
と
き
　

　
８
月
27
日
㈭
　
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ

　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２
階
　
講
座
室

問
文
化
財
保
護
課
町
並
み
保
存
係
（
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
㉔
７
１
７
１

　
　
㉔
７
０
２
４

　
　bunka@

city.hita.oita.jp

電
話
に
よ
る

　
　
夜
間
労
働
相
談
ス
タ
ー
ト

　　
県
で
は
、
労
働
問
題
全
般
に
関
す
る
夜

間
労
働
相
談
を
始
め
ま
し
た
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　

　
毎
月
第
３
木
曜
日
　
午
後
５
時
〜
７
時

■
相
談
方
法
　
電
話
に
よ
る
相
談

　
　
０
１
２
０
‐
６
０
１
‐
５
４
０

※
携
帯
電
話
・
公
衆
電
話
か
ら
は
☎
０
９
７
‐

５
３
２
‐
３
０
４
０
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
５
２

お
買
い
物
は
マ
イ
バ
ッ
グ
で
！

　
市
で
は
、
平
成
11
年
度
か
ら
マ
イ
バ
ッ

グ
運
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
６
月
１
日
か
ら
地
球
温
暖
化

防
止
や
ご
み
の
減
量
等
の
た
め
、
県
内
の

食
品
ス
ー
パ
ー
を
中
心
に
レ
ジ
袋
の
無
料

配
布
の
中
止
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
は
、
個
人
レ
ベ
ル
で

地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ

て
の
、
さ
さ
や
か
な
第
一
歩
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進
な
ど
、
よ
り

大
き
な
取
り
組
み
に
つ
な
げ
、
二
酸
化
炭

素
削
減
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
の
活
動

を
、
家
庭
・
地
域
・
社
会
へ
広
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
27
日
㈭

・
サ
ニ
ー
日
田
店
　

　
午
前
10
時
〜
11
時
、
正
午
〜
午
後
５
時

・
日
田
総
合
庁
舎
　

　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

・
パ
ト
リ
ア
日
田
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
、
午
後
２
時
〜

５
時

　
８
月
28
日
㈮

・
日
田
市
役
所
　

　
午
前
９
時
〜
11
時
、
正
午
〜
午
後
４
時

30
分

・
日
田
市
民
生
活
協
同
組
合
新
治
店

　
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

30
分

・
ダ
イ
エ
ー
日
田
店

　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
、
午
後
２
時
〜

４
時
30
分

※
受
付
状
況
に
よ
り
休
憩
時
間
が
前
後
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局
（
健

康
保
険
課
保
健
医
療
係
内
）

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

高
齢
者
・
障
害
者
の

　
　
　
　
人
権
あ
ん
し
ん
相
談

　
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
暴
行
・
虐

待
・
い
や
が
ら
せ
な
ど
の
相
談
に
電
話
で

応
じ
ま
す
。

■
と
き
　
　

　
９
月
７
日
㈪
〜
13
日
㈰

　
平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
土
・
日
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
電
話
番
号

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

※
Ｉ
Ｐ
電
話
の
人
は
左
記
ま
で
お
電
話
く
だ
さ

い
。

問
大
分
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
３
６
８

「
在
宅
介
護
者
の
集
い
」
を
開
催

　　
認
知
症
に
関
す
る
情
報
提
供
、
意
見
交

換
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　

　
９
月
10
日
㈭
　

　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　

　
市
役
所
６
階
　
６
０
１
会
議
室

■
対
象
者
　

　
在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
や
介
護
者
等

■
参
加
費
　
無
料

※
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
９
月
９
日
㈬

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

「
年
金
情
報
流
出
」
を
口
実

　
に
し
た
不
審
電
話
に
注
意
！

　
日
本
年
金
機
構
へ
の
不
正
ア
ク
セ
ス
に

よ
っ
て
年
金
情
報
が
流
出
し
た
件
で
、
年

金
機
構
な
ど
の
職
員
を
名
乗
り
、

・
個
人
情
報
を
聞
い
て
く
る

・
お
金
を
要
求
す
る

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る

な
ど
と
い
っ
た
不
審
電
話
が
増
え
て
い
ま

す
。
日
本
年
金
機
構
や
年
金
事
務
所
か
ら

こ
の
よ
う
な
電
話
を
か
け
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
情
報
流
出
や
不
審
電
話
で
ご
心
配
の
人

は
、
専
用
電
話
窓
口
若
し
く
は
年
金
事
務

所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
専
用
電
話
窓
口
（
10
月

末
ま
で
設
置
）

　
　
０
１
２
０
‐
８
１
８
２
１
１

　
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

幼
い
命
を
車
内
放
置
事
故
か
ら
　

　
　
　
　
　
　
守
り
ま
し
ょ
う

　
毎
年
、
暑
い
時
期
に
な
る
と
、
車
内
に

放
置
さ
れ
た
子
供
が
熱
中
症
で
亡
く
な
る

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
短
時
間
で
あ
っ
て
も
、
車
内
は
50
度
以

上
の
高
温
に
な
り
、
子
供
の
命
に
関
わ
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
子
供
を
放
置
す
る
こ
と
は
「
児
童
虐
待
」

に
該
当
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
悲
し
い
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
子
供
の
車

内
放
置
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
1
階
）

西
部
地
域
農
業
・
農
村
魅
力

　
　
　
実
感
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
の
た
め
、

就
農
希
望
者
等
を
対
象
と
し
、
先
進
農
家

を
訪
問
す
る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　

　
９
月
13
日
㈰

　
午
前
８
時
20
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
訪
問
場
所

　
日
田
市
・
九
重
町
・
玖
珠
町
の
先
進
農
家

（
ト
マ
ト
･
ピ
ー
マ
ン
･
加
工
品
等
）

■
募
集
人
員
　
30
人
程
度

■
参
加
費
　
５
０
０
円
（
昼
食
代
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
　
９
月
４
日
㈮

問
大
分
県
西
部
振
興
局
生
産
流
通
部
企

画
・
流
通
班
☎
㉓
２
２
１
７

日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
募
集

■
試
験
日
・
試
験
会
場
（
一
次
試
験
）

　
10
月
25
日
㈰
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
採
用
区
分
　
総
合
職
（
資
格
要
件
有

り
）
・
介
護
福
祉
士
・
介
護
支
援
専
門

員
■
採
用
予
定
数
　
若
干
名

※
受
験
申
込
書
等
は
左
記
又
は
各
支
所
、
日
田

市
社
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

　hitashakyo.jp

）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
間

　
８
月
17
日
㈪
〜
９
月
18
日
㈮

問
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
㉔
７
０
２
６
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
３
階
）

認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
の

　
　
　
　
　
指
定
管
理
者
募
集

■
対
象
施
設
　

①
日
田
市
立
日
隈
こ
ど
も
園

②
日
田
市
立
い
ず
み
・
ひ
ば
り
こ
ど
も
園

及
び
つ
づ
き
・
ま
え
つ
え
保
育
園

■
指
定
期
間
　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
33
年
３
月
31
日

■
応
募
資
格

　
日
田
市
に
主
た
る
事
務
所
と
保
育
園
等

を
開
設
し
、
運
営
実
績
が
あ
る
認
可
法

人
■
業
務
内
容

・
運
営
に
関
す
る
業
務

・
施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る

業
務
他

■
選
定
方
法

　
日
田
市
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
で
選

定
■
申
込
受
付
期
間

　
８
月
17
日
㈪
〜
９
月
18
日
㈮

　
午
後
５
時
ま
で

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
申
込
書
類
配
付
及
び
提
出
場
所

　
こ
ど
も
未
来
室
（
市
役
所
１
階
）
　

公
募
説
明
会

■
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
21
日
㈮

　
市
役
所
３
階
　
３
０
3
会
議
室

　
①
の
施
設
　
午
前
10
時

　
②
の
施
設
　
午
後
２
時

※
②
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
４
園
を
一
括
し
て

募
集
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
未
来
室
子
育
て
支
援
係

　
☎
㉒
８
３
１
７
（
市
役
所
１
階
）

平
成
27
年
度
消
防
設
備
士
法
定
講
習

■
受
講
対
象
者

①
平
成
25
年
度
に
資
格
を
取
得
し
た
消
防

設
備
士
（
２
年
目
講
習
）

②
平
成
22
年
度
に
法
定
講
習
を
受
け
た
消

防
設
備
士
（
５
年
目
講
習
）

③
法
定
期
限
内
に
法
定
講
習
を
受
け
て
い

な
い
消
防
設
備
士

■
講
習
日
・
会
場
・
講
習
区
分

・
10
月
14
日
㈬
　

　
大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市
）

　
消
火
設
備
１
・
２
・
３
類
　

・
10
月
15
日
㈭
　

　
大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市
）

　
警
報
設
備
４
・
７
類

・
10
月
16
日
㈮
　

　
大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市
）

　
避
難
設
備
・
消
火
器
５
・
６
類

・
10
月
22
日
㈭
　

　
別
府
豊
泉
荘
（
別
府
市
）

　
避
難
設
備
・
消
火
器
５
・
６
類

・
10
月
23
日
㈮

　
日
田
総
合
庁
舎
　

　
警
報
設
備
４
・
７
類

■
受
付
期
間
　

　
９
月
１
日
㈫
〜
25
日
㈮

※
受
講
申
請
方
法
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

タ
ウ
ン
情
報

くらしの情報

募
集

平
成
27
年
度
初
心
者
狩
猟
講
習
会

　
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
た
め
に
大
分
県

猟
友
会
が
開
催
す
る
、
初
心
者
狩
猟
講
習

会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
講
習
日
・
会
場

①
わ
な
猟
　
９
月
26
日
㈯

　
大
分
県
林
業
会
館
（
大
分
市
）

②
第
１
・
２
種
銃
猟
　

　
10
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

　
大
分
県
猟
友
会
（
大
分
市
）

■
受
講
料

　
わ
な
猟
　
８
０
０
０
円

　
第
1
・
２
種
銃
猟
　
１
万
２
０
０
０
円

　
わ
な
猟
+
第
１
・
２
種
銃
猟
　
２
万
円

■
受
付
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
16
日
㈬

■
受
付
場
所
　
日
田
市
猟
友
会

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
猟
友
会
（
古
賀
正
夫
行
政
書
士

事
務
所
内
）
☎
㉓
４
０
６
４

大
分
県
職
員
採
用
試
験

①
研
究
員
（
金
属
・
材
料
工
学
、
機
械
、

デ
ザ
イ
ン
、
材
料
化
学
）

■
試
験
日
　
10
月
18
日
㈰

■
採
用
予
定
者
数
　
各
１
人

■
申
込
期
限
　
９
月
18
日
㈮

②
薬
剤
師
・
③
心
理

■
試
験
日
　
10
月
25
日
㈰

■
採
用
予
定
者
数
　
各
１
人

■
申
込
期
限
　
９
月
25
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
①
・
③
大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
２
２

　
②
大
分
県
総
務
部
人
事
課
人
事
班

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
０
５

第
36
回

中
津
江
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
川
の
ほ
と
り
の
会
場
で
音
楽
を
満
喫

し
、
近
く
で
は
川
遊
び
や
キ
ャ
ン
プ
も
楽

し
め
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
８
月
22
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
８
時

　
８
月
23
日
㈰
　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

　
中
津
江
村
栃
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
盛
土
ス
テ
ー
ジ

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
う
た
う
村
実
行
委
員
会
☎
㉔
８
０
８
１

住
ま
い
の
無
料
相
談
会

　
雨
漏
り
、
建
具
、
壁
な
ど
、
住
ま
い
の

傷
み
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
23
日
㈰
　
午
前

９
時
15
分
〜
正
午
　
桂
林
公
民
館

問
一
般
社
団
法
人
日
田
職
人
会

　
☎
㉘
５
８
３
５
（
原
田
）

日
田
の
古
謡
公
開
講
座

　
日
田
の
古
謡
の
発
掘
と
保
存
を
テ
ー
マ

に
２
回
目
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
初
回

に
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
も
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
30
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
正
午
　
桂
林
公
民
館

問
民
謡
邦
楽
部
☎
㉒
３
４
０
８
（
樋
口
）

飾
り
巻
き
寿
司
教
室

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
飾
り
巻
き
寿
司
を
作
り

ま
す
。
福
岡
の
テ
レ
ビ
で
活
躍
の
く
る
る

ま
き
こ
先
生
が
講
師
で
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
５
日
㈯
・
30
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
２
時
〜

３
時
30
分
の
２
回
実
施
。
（
計
４
回
）

　
彌
助
す
し
２
階
　
（
定
員
15
人
）

□
参
加
料
　
１
０
０
０
円

※
別
途
材
料
費
が
必
要
で
す
。

※
エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器
、
保
冷
剤

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
込
締
切
　
９
月
３
日
㈭

問
三
隅
靖
祥

　
☎
０
９
０
‐
７
４
７
３
‐
６
７
７
１

「
働
く
♪
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
」
開
催

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
向
上
研

修
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
10
日
㈭
　
午
後

１
時
〜
３
時
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田

□
対
象
者
　
お
お
む
ね
40
歳
未
満
の
若
年
者

で
仕
事
を
探
し
て
い
る
人
（
学
生
不
可
）

□
参
加
料
　
無
料

※

詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
総
合
雇
用
推
進
協
会
若
年
者
地

域
連
携
事
業

　
☎
０
９
７‐

５
４
８‐

５
７
７
１

「
Ｂ
Ａ
Ｎ
祭
20
」
秋
祭
り

　
屋
台
、
ゲ
ー
ム
、
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
コ
ン
サ
ー

ト
、
抽
選
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
19
日
㈯

　
午
後
４
時
30
分
〜
７
時

　
ひ
ば
り
〜
ヒ
ル
ズ
（
大
字
三
和
）

※
駐
車
場
は
、
三
和
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
バ
イ
オ
マ

ス
資
料
化
セ
ン
タ
ー
・
新
鮮
市
場
の
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
、
８
月
31
日
ま
で
に
左

記
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ひ
ば
り
〜
ヒ
ル
ズ
☎
㉓
７
５
２
５

電
気
柵
の
安
全
な
使
用
に
つ
い
て

　
鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
設
置
す
る
電
気

柵
は
、
安
全
に
留
意
し
て
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

　
電
気
柵
用
電
源
装
置
に
は
、
次
の
２
種

の
電
源
を
使
用
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
家
庭
用
電
気
な
ど
の
電
灯
線
（
Ａ
Ｃ
１

０
０
Ｖ
）
や
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
を
電
源

と
す
る
も
の

②
電
池
（
乾
電
池
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ソ
ー

ラ
ー
等
）
を
電
源
と
す
る
も
の

■
①
を
使
用
す
る
場
合
の
注
意
点

・
電
気
柵
用
電
源
装
置
（
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク

付
）
を
必
ず
使
用
す
る
こ
と

・
漏
電
遮
断
機
（
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
付
）
を

接
続
す
る
こ
と

・
危
険
表
示
板
を
掲
げ
る
こ
と

■
②
を
使
用
す
る
場
合
の
注
意
点

・
電
気
柵
用
電
源
装
置
（
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク

付
）
を
必
ず
使
用
す
る
こ
と

・
危
険
表
示
板
を
掲
げ
る
こ
と

※

家
庭
用
電
気
な
ど
の
電
灯
線
（
Ａ
Ｃ
１
０
０

Ｖ
）
か
ら
直
接
電
気
柵
に
電
気
を
流
す
こ
と

は
、
法
律
（
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
電
気
設

備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
第
74

条
）
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
重
大
な
事
故

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

問
林
業
振
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

くらしの情報

マイバックを持って
お買い物に行こう！う

た
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くらしの情報次回の広報ひた９月１日号は、９月１日㈫に発送します。

講
習
・
試
験

Information ８.15

日
田
市
町
並
み
保
存
審
議
会
開
催

　
日
田
市
町
並
み
保
存
審
議
会
は
、
日
田

市
豆
田
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

保
存
等
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
審

議
す
る
も
の
で
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
座
席
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
事

前
に
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
多
数

の
場
合
は
会
場
の
都
合
に
よ
り
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
と
き
　

　
８
月
27
日
㈭
　
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ

　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
２
階
　
講
座
室

問
文
化
財
保
護
課
町
並
み
保
存
係
（
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
㉔
７
１
７
１

　
　
㉔
７
０
２
４

　
　bunka@

city.hita.oita.jp

電
話
に
よ
る

　
　
夜
間
労
働
相
談
ス
タ
ー
ト

　　
県
で
は
、
労
働
問
題
全
般
に
関
す
る
夜

間
労
働
相
談
を
始
め
ま
し
た
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　

　
毎
月
第
３
木
曜
日
　
午
後
５
時
〜
７
時

■
相
談
方
法
　
電
話
に
よ
る
相
談

　
　
０
１
２
０
‐
６
０
１
‐
５
４
０

※
携
帯
電
話
・
公
衆
電
話
か
ら
は
☎
０
９
７
‐

５
３
２
‐
３
０
４
０
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
３
５
２

お
買
い
物
は
マ
イ
バ
ッ
グ
で
！

　
市
で
は
、
平
成
11
年
度
か
ら
マ
イ
バ
ッ

グ
運
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
21
年
６
月
１
日
か
ら
地
球
温
暖
化

防
止
や
ご
み
の
減
量
等
の
た
め
、
県
内
の

食
品
ス
ー
パ
ー
を
中
心
に
レ
ジ
袋
の
無
料

配
布
の
中
止
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
は
、
個
人
レ
ベ
ル
で

地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ

て
の
、
さ
さ
や
か
な
第
一
歩
で
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進
な
ど
、
よ
り

大
き
な
取
り
組
み
に
つ
な
げ
、
二
酸
化
炭

素
削
減
に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止
の
活
動

を
、
家
庭
・
地
域
・
社
会
へ
広
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

問
環
境
課
生
活
環
境
係

　
☎
㉒
８
２
０
８
（
市
役
所
２
階
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
27
日
㈭

・
サ
ニ
ー
日
田
店
　

　
午
前
10
時
〜
11
時
、
正
午
〜
午
後
５
時

・
日
田
総
合
庁
舎
　

　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

・
パ
ト
リ
ア
日
田
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
、
午
後
２
時
〜

５
時

　
８
月
28
日
㈮

・
日
田
市
役
所
　

　
午
前
９
時
〜
11
時
、
正
午
〜
午
後
４
時

30
分

・
日
田
市
民
生
活
協
同
組
合
新
治
店

　
午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

30
分

・
ダ
イ
エ
ー
日
田
店

　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
、
午
後
２
時
〜

４
時
30
分

※
受
付
状
況
に
よ
り
休
憩
時
間
が
前
後
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局
（
健

康
保
険
課
保
健
医
療
係
内
）

　
☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

高
齢
者
・
障
害
者
の

　
　
　
　
人
権
あ
ん
し
ん
相
談

　
高
齢
者
や
障
害
者
に
対
す
る
暴
行
・
虐

待
・
い
や
が
ら
せ
な
ど
の
相
談
に
電
話
で

応
じ
ま
す
。

■
と
き
　
　

　
９
月
７
日
㈪
〜
13
日
㈰

　
平
日
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　
土
・
日
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
電
話
番
号

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

※
Ｉ
Ｐ
電
話
の
人
は
左
記
ま
で
お
電
話
く
だ
さ

い
。

問
大
分
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
３
６
８

「
在
宅
介
護
者
の
集
い
」
を
開
催

　　
認
知
症
に
関
す
る
情
報
提
供
、
意
見
交

換
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
と
き
　

　
９
月
10
日
㈭
　

　
午
後
１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ
　

　
市
役
所
６
階
　
６
０
１
会
議
室

■
対
象
者
　

　
在
宅
で
認
知
症
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
や
介
護
者
等

■
参
加
費
　
無
料

※
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
　
９
月
９
日
㈬

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

「
年
金
情
報
流
出
」
を
口
実

　
に
し
た
不
審
電
話
に
注
意
！

　
日
本
年
金
機
構
へ
の
不
正
ア
ク
セ
ス
に

よ
っ
て
年
金
情
報
が
流
出
し
た
件
で
、
年

金
機
構
な
ど
の
職
員
を
名
乗
り
、

・
個
人
情
報
を
聞
い
て
く
る

・
お
金
を
要
求
す
る

・
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願
い
す
る

な
ど
と
い
っ
た
不
審
電
話
が
増
え
て
い
ま

す
。
日
本
年
金
機
構
や
年
金
事
務
所
か
ら

こ
の
よ
う
な
電
話
を
か
け
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
情
報
流
出
や
不
審
電
話
で
ご
心
配
の
人

は
、
専
用
電
話
窓
口
若
し
く
は
年
金
事
務

所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
専
用
電
話
窓
口
（
10
月

末
ま
で
設
置
）

　
　
０
１
２
０
‐
８
１
８
２
１
１

　
日
本
年
金
機
構
日
田
年
金
事
務
所

　
☎
㉒
６
１
７
４

幼
い
命
を
車
内
放
置
事
故
か
ら
　

　
　
　
　
　
　
守
り
ま
し
ょ
う

　
毎
年
、
暑
い
時
期
に
な
る
と
、
車
内
に

放
置
さ
れ
た
子
供
が
熱
中
症
で
亡
く
な
る

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
短
時
間
で
あ
っ
て
も
、
車
内
は
50
度
以

上
の
高
温
に
な
り
、
子
供
の
命
に
関
わ
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
子
供
を
放
置
す
る
こ
と
は
「
児
童
虐
待
」

に
該
当
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
悲
し
い
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
子
供
の
車

内
放
置
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
９
２
（
市
役
所
1
階
）

西
部
地
域
農
業
・
農
村
魅
力

　
　
　
実
感
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　
新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
の
た
め
、

就
農
希
望
者
等
を
対
象
と
し
、
先
進
農
家

を
訪
問
す
る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
　

　
９
月
13
日
㈰

　
午
前
８
時
20
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
訪
問
場
所

　
日
田
市
・
九
重
町
・
玖
珠
町
の
先
進
農
家

（
ト
マ
ト
･
ピ
ー
マ
ン
･
加
工
品
等
）

■
募
集
人
員
　
30
人
程
度

■
参
加
費
　
５
０
０
円
（
昼
食
代
）

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
　
９
月
４
日
㈮

問
大
分
県
西
部
振
興
局
生
産
流
通
部
企

画
・
流
通
班
☎
㉓
２
２
１
７

日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
職
員
募
集

■
試
験
日
・
試
験
会
場
（
一
次
試
験
）

　
10
月
25
日
㈰
　
ウ
ェ
ル
ピ
ア

■
採
用
区
分
　
総
合
職
（
資
格
要
件
有

り
）
・
介
護
福
祉
士
・
介
護
支
援
専
門

員
■
採
用
予
定
数
　
若
干
名

※
受
験
申
込
書
等
は
左
記
又
は
各
支
所
、
日
田

市
社
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

　hitashakyo.jp

）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
間

　
８
月
17
日
㈪
〜
９
月
18
日
㈮

問
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
㉔
７
０
２
６
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
３
階
）

認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
の

　
　
　
　
　
指
定
管
理
者
募
集

■
対
象
施
設
　

①
日
田
市
立
日
隈
こ
ど
も
園

②
日
田
市
立
い
ず
み
・
ひ
ば
り
こ
ど
も
園

及
び
つ
づ
き
・
ま
え
つ
え
保
育
園

■
指
定
期
間
　
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
33
年
３
月
31
日

■
応
募
資
格

　
日
田
市
に
主
た
る
事
務
所
と
保
育
園
等

を
開
設
し
、
運
営
実
績
が
あ
る
認
可
法

人
■
業
務
内
容

・
運
営
に
関
す
る
業
務

・
施
設
及
び
設
備
の
維
持
管
理
に
関
す
る

業
務
他

■
選
定
方
法

　
日
田
市
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
で
選

定
■
申
込
受
付
期
間

　
８
月
17
日
㈪
〜
９
月
18
日
㈮

　
午
後
５
時
ま
で

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
申
込
書
類
配
付
及
び
提
出
場
所

　
こ
ど
も
未
来
室
（
市
役
所
１
階
）
　

公
募
説
明
会

■
と
き
・
と
こ
ろ

　
８
月
21
日
㈮

　
市
役
所
３
階
　
３
０
3
会
議
室

　
①
の
施
設
　
午
前
10
時

　
②
の
施
設
　
午
後
２
時

※
②
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
４
園
を
一
括
し
て

募
集
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
未
来
室
子
育
て
支
援
係

　
☎
㉒
８
３
１
７
（
市
役
所
１
階
）

平
成
27
年
度
消
防
設
備
士
法
定
講
習

■
受
講
対
象
者

①
平
成
25
年
度
に
資
格
を
取
得
し
た
消
防

設
備
士
（
２
年
目
講
習
）

②
平
成
22
年
度
に
法
定
講
習
を
受
け
た
消

防
設
備
士
（
５
年
目
講
習
）

③
法
定
期
限
内
に
法
定
講
習
を
受
け
て
い

な
い
消
防
設
備
士

■
講
習
日
・
会
場
・
講
習
区
分

・
10
月
14
日
㈬
　

　
大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市
）

　
消
火
設
備
１
・
２
・
３
類
　

・
10
月
15
日
㈭
　

　
大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市
）

　
警
報
設
備
４
・
７
類

・
10
月
16
日
㈮
　

　
大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市
）

　
避
難
設
備
・
消
火
器
５
・
６
類

・
10
月
22
日
㈭
　

　
別
府
豊
泉
荘
（
別
府
市
）

　
避
難
設
備
・
消
火
器
５
・
６
類

・
10
月
23
日
㈮

　
日
田
総
合
庁
舎
　

　
警
報
設
備
４
・
７
類

■
受
付
期
間
　

　
９
月
１
日
㈫
〜
25
日
㈮

※
受
講
申
請
方
法
等
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

タ
ウ
ン
情
報

くらしの情報

募
集

平
成
27
年
度
初
心
者
狩
猟
講
習
会

　
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
た
め
に
大
分
県

猟
友
会
が
開
催
す
る
、
初
心
者
狩
猟
講
習

会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
講
習
日
・
会
場

①
わ
な
猟
　
９
月
26
日
㈯

　
大
分
県
林
業
会
館
（
大
分
市
）

②
第
１
・
２
種
銃
猟
　

　
10
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰

　
大
分
県
猟
友
会
（
大
分
市
）

■
受
講
料

　
わ
な
猟
　
８
０
０
０
円

　
第
1
・
２
種
銃
猟
　
１
万
２
０
０
０
円

　
わ
な
猟
+
第
１
・
２
種
銃
猟
　
２
万
円

■
受
付
期
間
　
９
月
１
日
㈫
〜
16
日
㈬

■
受
付
場
所
　
日
田
市
猟
友
会

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
猟
友
会
（
古
賀
正
夫
行
政
書
士

事
務
所
内
）
☎
㉓
４
０
６
４

大
分
県
職
員
採
用
試
験

①
研
究
員
（
金
属
・
材
料
工
学
、
機
械
、

デ
ザ
イ
ン
、
材
料
化
学
）

■
試
験
日
　
10
月
18
日
㈰

■
採
用
予
定
者
数
　
各
１
人

■
申
込
期
限
　
９
月
18
日
㈮

②
薬
剤
師
・
③
心
理

■
試
験
日
　
10
月
25
日
㈰

■
採
用
予
定
者
数
　
各
１
人

■
申
込
期
限
　
９
月
25
日
㈮

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
①
・
③
大
分
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５
２
２
２

　
②
大
分
県
総
務
部
人
事
課
人
事
班

　
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
０
５

第
36
回

中
津
江
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
川
の
ほ
と
り
の
会
場
で
音
楽
を
満
喫

し
、
近
く
で
は
川
遊
び
や
キ
ャ
ン
プ
も
楽

し
め
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　

　
８
月
22
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
８
時

　
８
月
23
日
㈰
　
午
前
11
時
〜
午
後
４
時

　
中
津
江
村
栃
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
盛
土
ス
テ
ー
ジ

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
う
た
う
村
実
行
委
員
会
☎
㉔
８
０
８
１

住
ま
い
の
無
料
相
談
会

　
雨
漏
り
、
建
具
、
壁
な
ど
、
住
ま
い
の

傷
み
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
23
日
㈰
　
午
前

９
時
15
分
〜
正
午
　
桂
林
公
民
館

問
一
般
社
団
法
人
日
田
職
人
会

　
☎
㉘
５
８
３
５
（
原
田
）

日
田
の
古
謡
公
開
講
座

　
日
田
の
古
謡
の
発
掘
と
保
存
を
テ
ー
マ

に
２
回
目
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
初
回

に
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
も
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
８
月
30
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
正
午
　
桂
林
公
民
館

問
民
謡
邦
楽
部
☎
㉒
３
４
０
８
（
樋
口
）

飾
り
巻
き
寿
司
教
室

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
飾
り
巻
き
寿
司
を
作
り

ま
す
。
福
岡
の
テ
レ
ビ
で
活
躍
の
く
る
る

ま
き
こ
先
生
が
講
師
で
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
５
日
㈯
・
30
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
２
時
〜

３
時
30
分
の
２
回
実
施
。
（
計
４
回
）

　
彌
助
す
し
２
階
　
（
定
員
15
人
）

□
参
加
料
　
１
０
０
０
円

※
別
途
材
料
費
が
必
要
で
す
。

※
エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用
の
容
器
、
保
冷
剤

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
込
締
切
　
９
月
３
日
㈭

問
三
隅
靖
祥

　
☎
０
９
０
‐
７
４
７
３
‐
６
７
７
１

「
働
く
♪
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
」
開
催

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
向
上
研

修
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
10
日
㈭
　
午
後

１
時
〜
３
時
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田

□
対
象
者
　
お
お
む
ね
40
歳
未
満
の
若
年
者

で
仕
事
を
探
し
て
い
る
人
（
学
生
不
可
）

□
参
加
料
　
無
料

※

詳
細
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
総
合
雇
用
推
進
協
会
若
年
者
地

域
連
携
事
業

　
☎
０
９
７‐

５
４
８‐

５
７
７
１

「
Ｂ
Ａ
Ｎ
祭
20
」
秋
祭
り

　
屋
台
、
ゲ
ー
ム
、
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｕ
コ
ン
サ
ー

ト
、
抽
選
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
　
９
月
19
日
㈯

　
午
後
４
時
30
分
〜
７
時

　
ひ
ば
り
〜
ヒ
ル
ズ
（
大
字
三
和
）

※
駐
車
場
は
、
三
和
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
バ
イ
オ
マ

ス
資
料
化
セ
ン
タ
ー
・
新
鮮
市
場
の
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
、
８
月
31
日
ま
で
に
左

記
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
ひ
ば
り
〜
ヒ
ル
ズ
☎
㉓
７
５
２
５

電
気
柵
の
安
全
な
使
用
に
つ
い
て

　
鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
設
置
す
る
電
気

柵
は
、
安
全
に
留
意
し
て
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

　
電
気
柵
用
電
源
装
置
に
は
、
次
の
２
種

の
電
源
を
使
用
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
家
庭
用
電
気
な
ど
の
電
灯
線
（
Ａ
Ｃ
１

０
０
Ｖ
）
や
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
を
電
源

と
す
る
も
の

②
電
池
（
乾
電
池
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ソ
ー

ラ
ー
等
）
を
電
源
と
す
る
も
の

■
①
を
使
用
す
る
場
合
の
注
意
点

・
電
気
柵
用
電
源
装
置
（
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク

付
）
を
必
ず
使
用
す
る
こ
と

・
漏
電
遮
断
機
（
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク
付
）
を

接
続
す
る
こ
と

・
危
険
表
示
板
を
掲
げ
る
こ
と

■
②
を
使
用
す
る
場
合
の
注
意
点

・
電
気
柵
用
電
源
装
置
（
Ｐ
Ｓ
Ｅ
マ
ー
ク

付
）
を
必
ず
使
用
す
る
こ
と

・
危
険
表
示
板
を
掲
げ
る
こ
と

※

家
庭
用
電
気
な
ど
の
電
灯
線
（
Ａ
Ｃ
１
０
０

Ｖ
）
か
ら
直
接
電
気
柵
に
電
気
を
流
す
こ
と

は
、
法
律
（
電
気
事
業
法
に
基
づ
く
電
気
設

備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
第
74

条
）
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
重
大
な
事
故

に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

問
林
業
振
興
課
有
害
鳥
獣
対
策
係

　
☎
㉒
８
２
１
２
（
市
役
所
３
階
）

くらしの情報

マイバックを持って
お買い物に行こう！う

た
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健康いちばん

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水

日 当番医 所在地 電話番号
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

９月の夜間当番医
（診療時間：午後７時～10時）

歯　科（来院前に電話が必要です。※ 印は午前９時～正午）

９月の日曜・祝日当番医
（診察時間：午前９時～午後５時）

　救急病院は、入院治療が必要な重病患者を対象とします。対象とならない人の受診により、救急病院の業務に支障を
来しますので、気になる症状がある場合は、早めにかかりつけ医に受診し、夜間等に診察が必要になった場合は、上記
の「当番医」で受診しましょう。

■救急病院
　日田中央病院（淡窓２丁目） ☎㉓３１８１
　聖陵岩里病院（銭渕町） ☎㉒１６００
　済生会日田病院（清水町） ☎㉔１１００
　一ノ宮脳神経外科病院（竹田新町） ☎㉔６２７０

■大分県こども救急電話相談
　☎０９７‐５０３‐８８２２又は＃８０００
■こどもの救急ホームページ
　社団法人日本小児科学会　http://kodomo-qq.jp

救急病院

※変更することがありますので、注意してください。問
合せは、市役所☎㉓３１１１又は夜間・休日当番医案
内☎㉓００９９（午後５時以降音声テープ対応）へ。

６
13
20
21
22
23
27

６
13
20
21
22
23
27

６
13
20
21
22
23
27

日 当番医 所在地 電話番号
内　科（急患に限ります。往診はしません）

外　科（急患に限ります。往診はしません）

【問合せ】健康保険課☎㉔３０００　大分県西部保健所☎㉓３１３３

９月の健康掲示板

母子健康手帳の交付
４日㈮・11日㈮・25日㈮　9:00～16:00
ウェルピア１階
※上記交付日以外での交付及び各振興局での交付を希望す

る人は、健康保険課にお申し込みください。

すくすく相談
３日㈭　10:00～11:30　大山保健センター
※母子健康手帳を持参してください。

乳幼児の健診

４か月児健診（母子健康手帳が必要） 平成27年４月20日～５月19日生まれ    ８日㈫
７か月児健診（母子健康手帳が必要） 平成27年２月生まれ    ９日㈬
 平成26年２月生まれ  15日㈫　
　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年１月～２月生まれ  25日㈮
　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年５月生まれ  16日㈬
　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年４月～５月生まれ  25日㈮

内 容 対 象 日 受付時間会 場

13:00～13:30

市役所７階大会議室

１歳６か月児健診（個別に通知）

３歳児健診（個別に通知）

天瀬公民館東渓分館
市役所７階大会議室
天瀬公民館東渓分館

エイズ抗体検査・肝炎ウイルス検査等
事前予約制で、随時受け付けています。（無料）
※西部保健所に電話でお申し込みください。

※健康保険課健康支援係では、女性特有の悩みを相談する
女性専用健康相談やこころの相談も受け付けています。
個室の相談室で対応し、秘密は守られます。（要予約）

河津内科呼吸器科 石井町２丁目 23-8123
福田医院 清岸寺町 22-1648
若宮病院 南元町 22-7171
日野内科 天神町 23-6009
松浦クリニック 中央１丁目 24-4155
佐藤内科医院 田島１丁目 22-1170
隈診療所 隈１丁目 22-0033
聖陵花月クリニック 清水町 27-5050
下飛田小児科 中央１丁目 24-1148
麻生小児科医院 淡窓２丁目 24-2323
岩尾病院 淡窓２丁目 22-6161
井上内科 田島本町 22-4700
膳所医院 本町 22-3292
こじかこどもクリニック 清岸寺町 28-8771
河津内科呼吸器科 石井町２丁目 23-8123
佐藤内科医院 田島１丁目 22-1170
若宮病院 南元町 22-7171
隈診療所 隈１丁目 22-0033
桂林病院 城町１丁目 22-1231
下飛田小児科 中央１丁目 24-1148
日野内科 天神町 23-6009
松浦クリニック 中央１丁目 24-4155
福田医院 清岸寺町 22-1648
岩尾病院 淡窓２丁目 22-6161
井上内科 田島本町 22-4700
膳所医院 本町 22-3292
聖陵花月クリニック 清水町 22-5050
麻生小児科医院 淡窓２丁目 24-2323
若宮病院 南元町 22-7171
こじかこどもクリニック 清岸寺町 28-8771
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～糖尿病予防のポイント～

１年に１回健診を受けて、血液検査の、血糖
値（ＨｂＡ１c）をチェックする

食生活を見直す

休日健診
20日㈰   8:30～10:00　日田検診センター
※９月７日～11日までに日田検診センターに予約してく

ださい。☎㉒３６００

成人健康相談
24日㈭　 9:30～10:30　西有田公民館
※健康手帳をお持ちの人は、ご持参ください。

※ＨｂＡ１ｃとは、過去１～２か月間の平均血糖
値を表す数値です。

　基準値（５.６％以上）を超えると糖尿病
予防のために生活改善が必要になります。

①エネルギーをとり過ぎない
　・肥満の予防　
　　甘い物のとり過ぎに気をつける
②栄養のバランスに注意する
　・炭水化物、たんぱく質、脂質をバランスよ
　　くとり、ビタミン、ミネラルも欠かさない
③食事のリズムを規則正しく
　・決まった時間に１日３食とることで血糖
　　値の急激な変動を防ぐ

自分に合った運動を続け、
ストレスをためず、禁煙する

佐藤内科医院 田島１丁目 22-1170
膳所医院 本町 22-3292
下飛田小児科 中央１丁目 24-1148
日野内科 天神町 23-6009
松浦クリニック 中央１丁目 24-4155　　
福田医院 清岸寺町 22-1648　
聖陵花月クリニック 清水町 27-5050　
 
秋吉病院 豆田町 23-0808
大河原病院 隈２丁目 22-3131
原病院 三本松２丁目 22-7151
城谷病院 元町 23-6115
五反田胃腸科外科病院 若宮町 23-8386　　　　　　　　
堀田クリニック 新治町 22-2662
秋吉病院 豆田町 23-0808

おの歯科クリニック 財津町 22-6118 
※中村歯科医院 下井手町 23-2228
合原歯科医院 田島本町 22-5305
石井歯科医院 日ノ出町 24-6886
武内歯科医院 元町 22-3034
※はたの歯科医院 豆田町 22-7736
林歯科医院 上城内町 24-6690
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19日㈯  13:00～15:30

大分地方法務局日田支局・天瀬振興局

とき ところ 問合せ
９月の無料相談

精神に関すること

身体障害者相談

　　　 10:30～12:00　 大山総合福祉センター
　　　 13:00～14:30　 前津江保健センター
15日㈫ 10:30～12:00　 天瀬総合福祉センター　
　　　 10:30～12:00　 津江老人福祉センター
　　　 13:00～14:30　 上津江振興局
　　　 10:30～12:00　 上津江振興局
　　　 13:00～14:30　 中津江振興局
　　　 10:30～12:00　 天瀬総合福祉センター
　　　 10:30～12:00　 前津江保健センター
　　　 13:00～14:30　 大山総合福祉センター
14日㈪  ９:30～11:30    ウェルピア

身体・知的・
療育に関すること

総務課行政係（３日以内窓口）
☎㉒８２３３

定例行政相談
官公庁に対する意見・
要望や悩みごとなど

障
が
い
に
関
す
る
巡
回
相
談
会

社会福祉課障害福祉係
☎㉒８２９０

不動産市民相談室 ２日㈬　13:00～15:00 宅建日田支部
（日田駅裏イエロービル２階）

宅地建物取引業協会日田支部
☎㉔２１０３ 要予約

 ２日㈬　　　　　　　　　天瀬公民館
16日㈬　　　　　　　　　上津江・前津江振興局
17日㈭　　　　　　　　　中津江公民館
18日㈮　　　　　　　　　大山振興局
25日㈮　　　　　　　　　市役所６階601会議室

３日㈭　13:00～17:00 ウェルピア１階相談室 日田市社会福祉協議会
☎㉔７０２６ 8/24から予約受付弁護士相談会

13日㈰

要予約

日田公証役場
☎㉔６７５１日田公証役場日曜遺言公証法律相談

要予約
大分県西部振興局
☎㉓２２００８日㈫　10:30～15:00

 ９:00～12:00

　平日　８:30～12:00、
　　　　13:00～17:15 電話相談

☎０９７‐５０６‐２１６６

大分県交通事故相談
被害者・加害者、人身
事故・物損事故など

10日㈭ 大分県中津児童相談所
☎０９７９‐２２‐２０２５大分県西部保健所中津児童相談所

移動相談会

長寿福祉課長寿福祉係
☎㉒８２９９ウェルピア１階健康相談室

認知症の人を抱える家
族・介護者への相談会

大分地方法務局日田支局
☎㉒２７１９

３日㈭　
17日㈭　人権なんでも相談所 大分地方法務局日田支局

10:00～15:00

平日　8:30～17:00
（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

ひた生活支援相談センター
☎㉒５２９９

市役所１階
※南側出入口から入って右側。

生活自立相談
生活の安定と自立を目指
すための相談及び支援

大分県西部振興局

大分県生活環境企画課
交通事故相談所

９日㈬　10:00～12:00 日田商工会議所 大分県社会保険労務士会日田支部
☎㉓０１１２労働相談会

10:00～15:00

15日㈫　14:00～ 大分県西部保健所１階診察室 大分県西部保健所
☎㉓３１３３精神保健福祉相談

要予約

10:30～15:00

 ９:00～17:00

11日㈮　

17日㈭　

７日㈪　

10日㈭　

３日㈭　

（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

平日　９:00～17:45
（土・日曜日、祝日を除く）

電話相談☎短縮＃9110又は
☎㉒１４２２

日田警察署
☎㉓２１３１

警察相談
日常生活の困りごとなど
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学校情報携帯メール
犯罪や災害などの緊
急情報、登録した学
校の情報をお知らせ
します。
e@ansin-hita.jp宛て（上記の二次元
コードからアドレスを読み取ることが
できます）に空メールを送信し、返信
されたメールから登録してください。

メールマガジン
市では、様々なお知らせをメールマガ
ジンで配信しています。詳細は、市
ホームページをご覧ください。
・メールマガジン配信一覧
　夜間及び日曜・祝日当番医、イベン

ト・まつり情報、日田市の人口、市税
の納期限、児童手当情報、離乳食教
室、保健医療情報

ひた防災メール、学校情報携帯メール、メールマガジンをご活用ください

ひた防災メール
気象警報や災害情報、
避難情報等をメールで
お知らせします。

hitacity@jijo.bosai.info宛て（上記の
二次元コードからアドレスを読み取るこ
とができます）に空メールを送信し、返信
されたメールから登録してください。


